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内桶功一さんの神田の思い出談義（その５）(2012.3.4) 

 

１．神田松本停界隈について 

錦町 1 丁目の本館前の区画と 6 号館の区画との間の細道を境に、本館前は倉庫かと思われた大

きな平屋で同級生の室伏家でした。他方は 6 号館が建つ数年前まで、駄々広い蕎麦屋だったと思い

ます。街角近くの普通の蕎麦屋の数倍は広かったですが、伝統的な蕎麦屋の造作ではありませんで

した。このどちらかでしょうね。 

その蕎麦屋は町々の表通りの蕎麦屋より安かったので子供の頃は友達同士で、おごり合って食べた

ものです。何しろ江戸っ子は蕎麦が大好きなので各町の交差点付近には必ず蕎麦屋がありました。 

 

２．「松本亭付近図」の錦町署と神田区役所について（編集者注、「松本亭付近図」については、ホ

ームページ「さらば神田キャンパス」を参照ください） 

昭和 22 年、神田区と麹町区が合併して千代田区になりました。この時に旧神田区の町は明治

44 年に町名から神田が外されていたため、伝統ある神田の名が消えてしまうと大騒ぎになり、神

田地域の町は町名の前に神田を冠する事が正式名となりました。この時に、錦町署は神田警察署、

隣の神田区役所が千代田区役所になりました。私が都電と呼んでいる路面電車は同じく東京が、市

から都になってからの名で、その前は市電と呼ばれていました。 

 

３．須田町の廣瀬中佐銅像について（編集者注「松本亭付近図」右上を参照ください） 

私もなんとなく憶えています。ただ大きかったな、位ですが。まだ何の像かが解る程の知識は

なく別府さんのメールを見るまでは忘れていました。 

本の写真、東京名所、萬世橋停車場と廣瀬中佐銅像を見ると大きな台座を含め 12～15m 位の高さ

だったと判りました。 

明治 45 年に開業した甲武鉄道万世橋駅の駅舎の前に、日露戦争での武勇を記念した廣瀬中佐の

銅像が立てられました(昭和 30 年頃よりも前に無くなっていましたね)。市内屈指の繁華街であった

須田町交差点こそ軍神の居場所にふさわしいということでこの場所に決められたそうです(靖国通

りと中央通りの交差点)。 

江戸時代から交通量の多いところでしたが、明治に入り石橋の萬代橋が架設され、明治 15 年に

は東京馬車鉄道が、さらに明治 36 年、路面電車が通じると五方向からの電車が交差し、乗降客で

賑わったそうです。万世橋駅とは甲武鉄道開業時の起点駅です。私鉄甲武鉄道の万世橋駅は今はも

う無く、後に省線(国電)中央線となり、東京駅につながった。御茶ノ水駅と神田駅の中間に現在も

名残として古いホームだけが残っています。 

「松本亭付近図」上部をご覧下さい。甲武鉄道が万世橋駅で終わりになっていて、神田駅方面に

行ってないのが判ります。 

 

４．小川小学校の所は、かつて土浦藩上屋敷があった 

安政 3 年(1856)には常陸土浦藩土屋家の上屋敷がありました。土屋家の屋敷は文久 3 年(1863)に

御用地となり、跡地は幕府の歩兵屯所となりました。歩兵屯所は幕府の兵制改革にともない小川町

のほか西丸下、田安門外、大手前、の四箇所に設置され小川町には幕府歩兵第三番隊が入営してま

した。 
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小川小学校は私の母校です、一橋中学校、電機大高等学校、東京電機大学と学校は全て神田でした。

明治に小川女子小学校として創立され、男子は明大の下にある錦華小学校に入学していたものでし

た。小川小学校は千代田区立でしたが、4 年生になると東大入学を目指して大勢の子供が、都内や

近県の千葉・神奈川・埼玉から伝をたよつて、小川町か錦町に籍だけを入れて、越境入学してきた

ので急に生徒が多くなりクラスが増えました。 

東大に入る近道の都立日比谷高校、そこへ入学するための近道は千代田区立の一橋中学と麹町中

学でしたが、一橋中の方が御茶ノ水駅に近く便利。そこへ入学できる小学校の中でも御茶ノ水駅に

近く通学に便利で一番人気だったのが小川小学校、この構図で越境入学者が増えた。 

区立なのに、当時の一橋中学校は、東大を狙う特別な学校だから別格であると校長までが公然と

唱えていて、スパルタ教育で有名でした。越境入学者ばかりで、クラスに地元在住者は 1/3 いたか

な ?  です。私も 1 年生の終わり頃に神田に籍を残したまま引越し、三鷹から通学していた 

ので越境者になりました。 

今では許されないでしょうが、授業は本来のホームクラスではなく、科目別に成績で ABC の三

段階に分けられたクラスに移動して受け、学年全員の模擬試験の成績順位が月毎に貼り出される徹

底した受験校でした。予備校でもここまではしなかったのでは ?成績が下がると、越境入学なのだ

から、無理なら地元校に行けと言われてしまうので、必死でした。 

同窓会などで会っても、何気なくですが、日比谷高から東大へのコースを進んだ人達からは今で

も、落ちこぼれ的に見られる雰囲気を感じ、素直に楽しめないので滅多に出席しません。楽しくな

い事を思い出してしまいました。 

官僚、法律家、学者、医者になった人が多かったですが、東大法科を出ながら、前衛女優になった

変り種もいました。年は同じでしたが、1 年後輩には女優になった加賀まり子もいて、怖いもの 

知らずのお嬢様でしたから、中学生なのに六本木に通ったりして、反逆していました。 


